








要約

胎教が、妊婦の生活環境と出産へ及ぼす影響を、平成 4年度、5年度に引き続き検討した。

①妊婦 527例を対象に、胎教に関する意識調査を行った結果・ 71.1%で胎教は必要と考え、

76.7%が新生児に影響を与えるものと考えていた。また、97.7%の妊婦が胎児は外界からの

刺激を感じると考え、何らかの手段により胎児とコミュニケーションを持とうとしていた

(平成 4年度報告)。

②胎教を全国的に行っている8施設の実態調査を行った。その結果、各施設の目的は母性

の確立を図り、その結果として胎児にも良い影響を与えようとするものと、胎児そのもの

の学習能力を確立しようとするものに大別された。また、各施設において、妊婦が胎教を

実践することは、その生活環境に変化をもたらすものの、各施設毎の目的に見合う胎児、

新生児に対する影響は、客観的に証明されるには至らなかった(平成 5年度報告)。

③胎内記憶(Imprint)に対する調査を平成 4 年度、平成 5 年度より継続して行い、その分

娩状況についても検討した。対象は 15例の母児で、全 12 曲からなる音楽テープを児に聞

かせ、その反応を母親の主観により判定したが、胎内で繰り返し聞いた曲に対する児の反

応は生後 12 ヵ月、24 ヵ月で、聞かなかった曲に比べ、高率であった。また、対象者の分

娩様式は正常分娩 80%、吸引分娩 13.3%・帝切 6.7%で、分娩週数、児体重、身長の平均は

それぞれ 38.9±1.1週、3071.1±423.4g、48.9±2.8 ㎝であった。


